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ニ ホ ン カ モ シ カ

本年 3月 31日を目途に進め られてきたニホンカ

モシカの特別天然記念物種指定解除の動きは,秋

以降に持ち越された模様である。

1.食 害問題

事の発端は,カ モシカによる植林木への食害で

あった。とノキ等の若木の先端部が食べ られるこ

とにより,木 目がゆがみ,木 材 としての価値が下

がるのだという。     ′

カモシカの食善が社会問題 となった要因として

は,① 1955年に特別天然記念物に指定され狩猟圧

が弱まったことにより,カ モシカの個体数が増え

たこと。②昭和30年代に入り高度経済成長政策の

下で森林が舌L伐され,カ モラヵの生息域が破壊さ

れたこと,③ 同時に,本 来の造林適地を越えた植

林により,樹 木の生育がちょっとしたことに影響

を受けやすいこと一 などが考えられるが,そ の

実態は必ずしも明確ではない。

岐阜,長 野両県の林業者が環境庁に始めて捕獲

申請を出したのは1975年,以 後学術用という名目

などで,昨 年度までに4千頭余 りが締役された。

2.環 境,文 化,林 野の三庁合意      
'

このようにカモシカの捕殺がエスカレートする

一方で,1979年,恒 久対策として「三庁合意」が

発表された。その内容は,全 国14カ所にカモシカ

保護地域を設け,特 別天然記念物の種指定を解除

し,地 域を限って天然記念物に指定するというも
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カ モ シ カ捕 獲 頭 数 の 変 化

編  集  部

のである。うまり,こ れまでは文化庁長官の許可

なくしては捕獲できなかったが,保 護地域が設定

されれば,都 道府県知事の許可で銃殺が可能にな

るのである。

しかし,そ の内容は当面する食害問題に追われ

るあまり,カ モシカの保護 という面か らは問題が

多い。①保護地域は高山帯に偏ってお り,カ モシ

カの生態を考慮していない,② 保護地域内での管

理方法が示されていない,① 密猟対策が不十分で

あるなど,線 引に関連する事項が整理されていな

いという印象が強い。

3.林 業の問題として

行政の対応とは別に,関 引きによらない食害防

除 も試み られている。ポリネット(食 べられては

困るヒノキの先端部にネットをかぶせる)と 防護

柵 (若 木の植林地の回りを柵で囲んでカモシカが

入れないようにする )が その代表であり,ど ちら

もかなりの有効性が確かめられている。

しかし,外 材や新建材に押 され,後 継者問題な

ど大手不足に悩まされている林業の現状では,前

者は手間がかかり過ぎ,後 者は出費が多すぎる。

このような林業の状況を無視 して,「 カモシカ

は絶体に撃ってはいけない。 」というような感情

論では,事 態は解決 しない。

4 . 課 題

かつては,動 物 と人間はそれぞれ別の地域に分

れて住むことによって決定的な対決は避けてきた。

しかし,今 後は好むと好まざるとにかかわ らず,

人間の活動域と動物の生息地 とが重複するなかで,

どのように共存するかを常に考えていかねばなら

ない。そのためには,カ モシカに限 らずすべての

動物の生活と人間生活 との調整について,当 座 し

のぎではなく根本的な問題 として調査,研 究を積

み重ねていく必要がある。それは,人 類にとって

終ることのない課題であろう。

(木 見尻 哲生 )



特集 ・郷土の自然を考える

林

(編 集委員 )石 田 肇 ・佐藤国彦

次

国木田独歩の武蔵野の中に,「 木は重に楢の類

で冬はことごとく落案し,奉 は滴る計 うの新緑競

え出づる其変化が秩父嶺以東十数里の野一斉に行

はれて,春 夏秋冬を通じ霞に雨に月に風に霧に時

雨に雪に,緑 蔭に紅案に,様 々の光景を呈する(

後略 )」 とある雑木林は,薪 炭用の萌芽林であろ

う。人の手の入った雑木林は美 しく,親 しみ易い

ものである。しかし,今 では雑木林 も荒れてしま

っているといわれ,開 発の波にその姿を失ないつ

つある。はたして,雑 木林の必要な時代は終った

のであろうか。

二次林とは

二次林は,伐 採 された後に自然に成立した林の

ように,遷 移の途上にある代償植生のことで,ア

カマツ,コ ナラなどの陽樹で構成され,こ の他に

クリ,ア ベマキ,ネ ジキ,ソ ヨゴ,ア セ ビ,ッ ッ

ジ類などの樹林が加わっている。このような二次

林は,本 来自然植生である天然林が損われた場所

などにしか成立しないものである。それが広い地

域に見 られるのは,人 間活動の所産であることを

物語っている。 2,000年 以前,弥 生時代の農耕の

広がりとともに,森 林は徐々に形R_Bを変え始め,

集落を中心に落葉広葉樹林,ア カマツ林が広がっ

ていったものと思われる。特に,西 日本に多いア

カマツ林は,森 林の伐採が強度に繰 り返 し行われ

た結果である。「武蔵野 Jの雑木林なども,薪 炭

や有機肥料の供給地 として,大 切に管理 されたも

のであろう。

このように,二 次林は人類の歴史 とともに広が

り,続 いてきた林で,日 本人にとっては故郷の風

景 として欠かせぬものとなっていた林である。

二次林の分布

愛知県の森林面積は,226千 力aで,林 野率約44

%と 全国平均 (約 65%)よ りかなり低い。

森林の内容を植生自然度調査か らみると,下 記

内   容 慶 知 県 全 国

1 市 衝 地 、 造 成 地 21.2 3.1

農 耕 地 、 緑 の 多 い 住 宅 地 27.8 22.7

樹  園  地 1`7 1.5

背 の 低 い 二 次 草 原 0 1.6

者 の 高 い 二 次 車 原 0。3 1.9

造  林  地 35.2

7 次  林 12.2 21.0

二 次 林 ( 自 然 植 生 に 近 い ) 0.4

自  然  林 21.7

自 然 卓 原 ).3 1 . 1

慶 知 典 : 昭 和 5 3 年度 植 生 調 査 か ら 作 成

全  四 : 昭 和 4 8 年度 調 査

1 4,5 ６ 7,8 ９ ０

計
市 衝 地 農 地 等 草 地 人工林 二 次 称 天然 翔 自然 車 配

名 古 屋 市 78.3 14.1 0.7 2.  4 0.1 1.2 00.0

犬 山 , 瀬声 , 豊明 等 尾 張 北 , 東都 33.7 26。9 1.5 13.9 0.5 0.4 00.0

江 南 , 一宮 , 津島 等 尾 張 西部 0.3 00.0

大 府 , 半田 , 常滑 等 , 知多 郡 45.7 10.0 00.0

岡崎 , メ」谷 , 西尾等 西三 河 28.6 12.8 0,1 0.3 00.0

豊 田 市 , 東 . 西加 茂 郡 7.1 16.9 42. 1 0.6 0.2 00.0

新 城 市 , 南 . 北 設 楽 郡 0.4 6.3 5.8 3.2 00.0

豊 橋 , 豊川 , 浦郡 , 宝 飯 , 渥美 郡 20.7 51.2 20. 4 7.3 0.2 00.0
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の表に掲げるとおり,天 然林の比率が低いことと

人工林の比率が高いことを示 している。 (メ ッシ

ュ調査であるため数値は概数である )本 州の中央

に位置する本県は,古 くか ら人間活動が活発であ

り,平 野部は農地 ,市 街地 として,山 地は林業の

場 として活用され,ス ギ,ヒ ノキの植林不適地で

ある丘陵地常が二次林 として残されているのであ

る。1加えて,常 滑や瀬戸周辺に陶磁器生産地があ

り,更 に猿投山周辺等に古窯跡群があることから

うかがえるように,昔 か ら盛んであった窯業の燃

料 として地域の森林は伐採されつくし,地 質条件

とあいまって明治時代にはかなりのハゲ山地帯と

なっていたのを,行 政の努力で治山事業 として植

林され,そ れが現在のアカマッ,ク ロマツを主 と

する二次林の地帯となっている。

県内の二次林の分布は,前 ページの表のとお り

犬山市か ら瀬戸市にかけての愛岐丘陵と豊田市,

東西加茂郡の低山地常,西 三河南部の出地に多 く

広がっている。即ち,奥 三河山間部と各平野部を

除いた低山地 ,丘 陵地常に二次林が多 く,地 質的

には第二紀層 ,花 コウ岩,古 生層の地帯である。

二次林の植生

本県にある二次林を,環 境庁が53年度に行った

植生調査からみると,お おむね次のようになる。

0モ チッッジーアカマツ群集……二次林の多くは

このタイプの森林で,ネ ズ ミサシ,ネ ジキ,ア

セビ,ウ スノキ,シ ャシャンポ,ソ ヨゴ,ヒ サ
「

カキを混じえ,林 床にコシダが多い。なお,ア

カマツーコバノミツバツッジ群集に相当するも

のも多いが分布領域等がはっきり調べ られてい

ない。

――    ―― ―     ―― ―  一
  日

Oク ロマツ植林……治山事業で植えられたもので

あるが,海 岸林を除き,相 観 ,構 成種からみて

二次林 といえよう。愛岐丘陵,知 多半島,矢 作

川中流域等に分布する。

。ヨナラ・クリ(ア ベマキ )群落……丘陵斜面な

どに広 く分布する。サカキ,ヒ サカキ,シ ャシ

ャンポ,ネ ズミモチ, ソョゴなどが混 じるが,

立地条件によりかなり変化する。

Oア カシデーイヌシデ辞落……標高 500物～1000

物の地帯に断片的に分布する。構成種は,立 地

により温帯性,暖 帯性の樹木が多様に入ってい

ることが多い。

Oそ の他……山地の稜線付近には,ブ ナーミズナ

ラ群落,奥 三河山地の一部にあるアカマツ群落

などがある。

二次林の機能

本県の二次林が126%(植 生自然度調査 )と い

うのは,け っして少ない数値ではないが,そ の機

能を考えるとまた多い数値 とはいえないような気

がする。いずれにせよ,二 次林を今後 どうしたら

よいか,長 期的な視野をもって検討すべ き時にあ

ると思われる。

二次林 も当然森林一般の もつ水源かん養,上 砂

流出防備 ,空 気の浄化などの機能を有すが,そ の

他二次林に特有の機能 としてどの様なものがある

だろうか。

そこで,編 集委員 3名 が,名 古屋市八事興正寺

の森とその北にある住宅地の中の小さな二次林を

観察 し, この問題を検討してみた。

人事興正寺の森は,緑 地保全地区として保全さ

れているもので,二 次林 とはいえ中低本にアラカ

シなどの常緑広葉樹が多く,遷 移が進んでいる状

態で,中 心部にはサカキ群落 もみ られる。そのた

め,ツ ツジなどの目を楽 しませるような樹木は少

ないが,近 くの市民の散歩の場所 としては十分利

用できるものではある。自然の知識のある者な ら

ば,季 節の変化を楽しむこともできよう。ただア

ラカシなどにスス病やウドンコ病がよく見 られる

のは気になるところである。

一方,住 宅地の中の小さな二次林は,ア カマツ

を主とし,コ ナラ,ア ラカシ,ア ベマキ, ヒサカ

キ,ネ ジキ,ヤ マハゼなどが密生 したもので,個
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人有地 らしく有刺鉄線で囲んである。見るからに

荒れた林 とい う感 じで,暗 く, うす汚れていて,

わずかに林の縁に花を咲かせているコバノガマズ

ミが人目を引 くだけである。このような林では,

地元の人にもおそらく無用の長物として映るか,

むしろヤブカの発生地 として困ったものと受けと

られていることだろう。

一般の人が好ましい林として持つイメニジは,

低木,下 車が少ない疎林などで,そ の中へ入って

休息できるようなものだろう。興正寺の森の一部

にあるコナラを主とした林は多少これに近いが,

アラカシやサカキの茂った部分や住宅地の林の密

生 したうす暗いものは,親 近性に欠けるようであ

る。            ィ

しかし,こ れ ら市衝地の中の林は,残 り少ない

まとまった緑 として,空 気の浄化,地 域の気象条

件 (特 に温度 )の緩和,雨 水調整,都 市景観の維

持等の多 くの効用を持っているはずである。 2つ

の林を観察 した3人 の編集委員の胸には,都 市の

緑 としてこうした二次林は貴重ではあるが,地 元

の人に好感を持って受け入れ られるようなもので

あって欲 しいという気持が強かったのである。

二次林特有の機能 として,特 にまとめられたも

のは見あたらないが,本 県の状況をふまえて思い

つくままにそのいくつかをあげて,そ こか ら今後

の保全の方向を探ってみよう。

〔二次林の機能〕

①土地の安定……県内の二次林が,第 二紀層,花

ヨウ岩などの比較的もろい地質上に分布するた

め土地の安定,土 砂流出防備のために大きな効

果がある。

②雨水の調整……二次林が平野部周辺の丘陵地帯

に多いことから,農 地と相まって雨水調整に役

立っている。

③景観上の機能……都市部から見える丘陵にある

二次林は,景 観上大 きな価値を有する。特に,

落葉広葉樹林は,四 季の変化をもたらすため効

果が大きい。

④大気の浄化……やはり平野部周辺にあることか

ら,重 要な役割を果していると思える。

⑤レクリエーション機能……二次林そのものが遊

びの対象になることは少いが,散 歩,ハ イキン

グあるいはスポーツなどを行 う場の雰囲気をよ

くする。

①動物の生息地
……多 くの植物が自生する二次林

は,野 鳥,昆 虫など様々な動物に生活の場を提

供している。

これらの機能のうち,① ⑤③は二次林がその特

徴を発揮するものである。

保全の方向

始めに記 した,人 間の手が入 らなくなって森林

が荒れたということは,森 林の親近性が失 なわれ

つつあるということであろう。確かに,二 次林の

多く,特 に平野部周辺の二次林は,手 が入 らなく

なって遷移が進み,ア ラカシ,サ カキなどの常緑

広葉樹が中低本として増えたなど,人 の入 りにく

い林となっている。しかし,そ のために森林 とし

ての二次林の機能は損なわれてはいないと思われ

る。また,経 済林ではない二次林は,生 長量が減

少したとしてもそれほど問題はないであろう。

二次林を保全する場合に問題 となるのは, 1つ

は二次林の機能が絶体評価できないことにある。

二次林の多 くは,そ の中に特に貴重な動植物があ

るわけでなく,地 元の人々が二次林か ら利益を受

けているの も,土 地の安定 とかやす らぎなど明確

に価値判断できない形であるため,開 発の対象 と

なっても絶体にそこを残 さねばならぬという説得

力に欠けるのが常である。二次林の機能の多 くは

個々の林の状況より,そ の地域における二次林の

量とか配置にかかっている。次に二次林は,そ の

多 くが民有地であり,そ の所有者の理解がなけれ

ば保全できない。かつて,緑 は大切というが,そ

の緑のある林地が宅地よりなぜ安いのか という問

題提起があった。二次林を確実に残すには,公 的

機関が買収するのが最 もよいと思われるが,本 格

的にそれを行 うとすると相当な金がかかるであろ

う。そして,多 くの資金を投入するはど二次林の

必要性は一般に理解 されてはいない。

こうした問題のある中で二次林を保全するのは

相当むつかしいが,と りあえず今行わねばならな

いのは,① 二次林の機能を調査,研 究 し,そ の価

値を明 らかにし,一 方二次林の良 さを広 く伝える,

②二次林の立地に応 じた管理方法を考えることだ

ろう。



支 部 情 報

4月 7日 (日 ) 足助町飯盛山  〔西三河 〕

あいにくの雨となりましたが,飯 盛山の植物観

察を行いました。カタクリ,キ クザキイナリンソ

ウの花はすんでいましたが,ヒ トリシズカ,タ チ

ツボスミレ,ヤ マルリソウの花が満開をむかえて

いました。また,コ ゲラが本をつついていたう,

イカル,ヤ マガラの声が聞こえました。 (岡 田 )

4月 20日 (日 )与 五八池自然観察会  〔知多 〕

風は少 し強かったけれど,絶 好の観察会日和 う。

土曜午後 とい うこともあり,参 加者は少なめでし

たが,ア メ玉 とメモ帳を手に,い ざ与五八池へ。

あぜ道をわたりながら,春 の七車に目をとめ,つ

きそいのお母 さん方と食べ方についての話をした

う(興 味をもたせるのには,こ れも一つあ手段 と

して仕方ありません。),ジ ャノヒゲのスーパーボ

ールにさけび声があがったう……。ため池につい

ては,人 類学的,歴 史的背景の説明など少しむつ

かしくなってしまい,子 どもたちは水に入 りたそ

うな顔をしていた,と いうのが会員の反省でした

が,春 の午後,身 近な自然を改ためてみつめられ

たという参加者の声 もきかれました。 (竹 内 )

5月 6日 (体 )大 山 ・観察会下見  〔尾張 〕
'

雨の中を5月 26日の第二回犬山市自然観察会に

向けての下見会をしました。コースは,入 鹿池の

ほとりの池野小学校から西洞池 ,本 宮山,信 貴山

とまわるのですが,観 察のポイントとして,水 田,

みぞ,川 の様子,帰 化植物 ,愛 知用水,◎ ヒトツ

バタゴ,◎ 水を落す池,年 中水がある池,入 鹿池

と西洞池,◎ 水と植物 ,◎ 光 と植物,◎ 地形,湿

地の条件,◎ 森のあう

方,◎ 落葉の行方,◎

昆虫と植物,◎ 山の上

から森を見てみよう,

◎町を見てみよう,開

発の様子,採 石場,◎

二次林の中に突然 1本

だけシイの本があるの

はどうしてだろう等 ,た くさんの問題提起をもっ

て実施 します。結果はどうなりますか,機 会があ

れば報告 したいと思います。  (井 上 )

5月 12日 (日 )豊 橋 ,普 門寺周辺  〔東三河 〕

今回は,静 岡県西部の観察指導員との合同観察

会で,愛 知県から10名,静 岡県から5名 が参加 し

ました。好天の山を楽 しみなが ら,普 門寺から稜

線までを往復しました。このあたりは,渡 うをす

るチョウとして知 られるアサギマダラの越冬地で,

この日もその美しいさなぎが見付か りました。こ

こで羽化したアサギマダラは,や がて北方へ旅立

ち,秋 になると帰ってくるようです。

また,野 鳥 も多 く生息しているらしく,い ろい

ろな声が間かれました。静岡県の方は特に野鳥に

くわしいようでした。普門寺へ戻ってか ら,収 蔵

庫に保管してあるお寺の宝物 も見学することがで

きました。

編集部便り

お知らせ〃 と お願い〃

協議会ニュースの編集内容が全面改められ

ましたので,会 員の皆様にお知せ致 します。

今回新しく企画した項目は,解 説,郷 上の

自然 ,観察 と研究 ,再登場させたフィールドガイ

ドです。この中で観察 と研究のページは,日

頃指導員の皆様の勉強の成果を発表 して頂く

ことを趣旨で企画されたページです。解説の

ページでは昨今の自然環境問題を/郷 上の自

然のページでは愛知県の自然の特徴をテーマ

に資料を盛 り込みシリーズで連載 します。

また従来か らの会員広場のコーナーでは,

会員皆様が御自由に使って頂 くページとして

常置してあります。御意見!御 希望 ,呼 び掛 ,

感想,相 談事,詩 ,俳 句,と なんでも受付け

ますのでどしどし編集部へ送って下さい。

協議会ニュース 12号 か らこのようにスタ

ー トさせ編集員もガンバッテいます。会員の

皆様の御協力をよろしくお願い致します。

一 編集部 一カメノテ
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会 員 広 場

自然 観察指導者 の三態

竹 内哲也 (副 会長 )

信長,秀 吉,家 康の性格を表わすのに,次 のよ

うな言い方をするのを知っているでしょう。

① 鳴かぬなら殺してしまえホトトギス

② 鳴かぬなら鳴かせてみようホトトギス

③ 鳴かぬなら鳴くまで待とうホトトギス

自然観察会の指導者として,私 達はどの態度で

指導しているでしょう。

①は,動 物の殺害,標 本づくり。植物ならば採

取―標本づくリー出来ばえが悪ければ捨てるなど

の行為でしょう。

②は,自 然物の採集一飼育。栽培して,開 花期

を調整したりすることではないか。

③は,小 鳥の声を聞きたければ,静 かに待つこ

とであり,植 物の花が観たければ,時 期を変えて

何度も現地を訪れることでしょう。

この①,② ,③ は,研 究の目的により行為は異

なると思うが,望 ましい野外の自然観察会は,③

の自然保護的な観察態度ではないでしょうか。こ

のことは,い つか,何 かで読んだものか,自 分の

考えなのか,は っきりしません。これに関連して,

知多支部主催の大池公園での観察会で,あ る若い
'

指導員がとられた態度が大変気に入ったので,槻

要を述べてみます。

池にひとつがいのカイツプリがいた。参加した

子どもが「カイツブリは,何 と鳴くの?」 と尋ね

た。その指導員は,「鳴くまで待ってみましょう。」

と応答された。やがて,カ イツブリは美しい声で

何度も鳴いた。参加者全員が満足した。

後で指導者に尋ねたところ,「 実は,カ イツブ

リの声をどう表現したらよいか,迷ったからだ。」

とき笑された。この時,指 導者が「聞きなし」を

知っていて,す らすらと答えられたとすると,落

ち付いて静かに待つ態度が忘れられて,ど んどん

と先を急いで解説的に話すような味気ない観察会

となったかもしれない。また,カ イツブリがその

時鳴かなければ,次 の機会を待つのもよいだろう。

あ な た は 自然 林 と人工 林 の

ど ち らが好 きで す か

橋 本  哲 (春 日井 市 )

今か ら5～ 6年 程前,「 グリーンエージ」とい

う雑誌に,日 本人の自然観には混乱がある,頭 の

中では「森林を美しく維持するためには,人 手を

加えるべ きではない」と考え,「 全 く人手の加わ

らないありのままの自然がよい」といいなが ら,

写真をみせると自然林,大 手を加えない天然林 よ

り人工林 ,人 手の加わった人工林のほうを風景 と

しては好むという結果が出てお り,頭 の中の考え

と好みとはほとんど関係のないことが示 された旨

の論文が掲載 されたことがあった。これを読んだ

当時は,そ の結論がおもしろいこともあって印象

深い思いがあったが,多 少心にひっかかる点 もな

いではなかつた。まず,単 なる写真だけで風景の

好みを云わせていることや,自 然林,人 工林それ

ぞれの写真が適切なものであったのかどうか等々

の素朴な疑間があったわけである。

その後,特 に注意 していたわけでもなかったが,

いわゆる自然林,人 手の加わっていない天然林に

出会う機会があると,ほ とんどいつ も先の論文の

結論を思い出しては自分なうに,は ん とうに風景

としてはこの自然林よう人工林のはうが好ましく

思われるか否かを考えるようになった。

3月 下旬の林床には所々雪を残 した岩手の芽吹

き前の落葉広棄樹林,秋 の伊豆半島のウバメガシ

林等々をみてくると,そ Lノて身近にある人工林を

比較 してみると,ど うもあの論文の結論は誤って

いる。あるいは多少早計にすぎると思えるように

なってきた。それは,優 れた人工林,ス ギ, ヒノ

キ林を前にしてもそう感じるようになつてきた。

端的に私は風景として自然林を好む。新緑の,

盛夏の,紅 葉の,冬 枯れの,四 季を通 して自然林

の風景を好む。最近はいよいよこの感を深くして

います。 (先 の論文は,東 洋経済出版 「科学 と常

識 」林知己夫著に有 り)

原稿募集 皆様の原稿をお待ちしています。

送付先 :越湖信孝 (名古屋市千種区竹越

1-2-25 〒 464)
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観察と研究

ク マ バ チ の 観 察

巣のつ くりと種類

はじめに

クマバチは,市 衛地から郊外の出関部まで比較

的広い範囲にいて,観 察するには楽なハチといえ

るでしょう。活動期間は 4月 下旬頃から10月末頃

までです。

花

市衛地の公園ではよく藤棚が作 られていてクマ

バチ もこの花に集まってきます。フジの開花は桜

の花が散った後一週FB3前後か ら始まるようです。

ハチたちもこの頃か ら本格的な活動を開始するよ

うです。

樹木と巣

クマバチの巣は枯枝で作 られます。市内の公園

では桜が植込まれていて,ハ チたちもその桜の枯

枝を主に使用 してt まヽす。また郊外の雑木林など

では松 ,ソ ヨゴ,ャ シャブシなどの樹木の枯枝を

利用 しているようですが,そ の他の種類の枯枝 も

使っていると思います。ですか ら,そ の地域に自

生 している木の枯枝を使 うと云っておきます。

巣の作られる場所             
「

桜の本などでは他の種類の樹木よりも枝が毎年

よく枯ることもあってか,そ の校の枯る位置から

すると下層部中層 と云 うことになります。高さで

云えば,地 上 4物 以内となります。このような場

所では風通 しもよく,直 射日光なども巣に直接に

あたることもないようです。

巣の形

巣の形は,一 本の枯枝に下向にあいた穴が 1～

3個 程ついています。穴 と穴の間隔は計ったこと

がないのでわか りません。穴の中は空洞になって

います。洞の深さは大きい物から小さいものまで

あります。

巣のつくられ方

その年の 8月 末頃になりますと一つの巣穴では

成虫が育ちます。巣立をした一ぴきの雌バチは冬

渡並喜
一
郎 (名 古屋 市 )

が来る前に小さな巣穴を掘り,そ の中で冬越しを

します。翌年の春になると,出 入日の穴の反対方

向へ巣穴を掘 り始めます。図 1の点線部分が2年

目に拡大される巣穴です。

図 1

巣の種類

巣洞の形か ら見たもの,そ してハチたちの冬越

の様子か ら眺めたものを種類を分けてみるとクマ

バチの巣は 3種類に区別することができると思い

ます。

巣洞の作 られ方では,

④ 10切 未満の小さな巣

③普通に作 られる30物 未満の もの図 2-2

⑥複雑に作られる大形の30切 以上のもの図2

-3が それです。

ハチたちの巣の中の様子では,

①雌バチ 1ぴ きで越冬する巣

②雌バチ2ひ きで越冬する巣

③堆雄混合で5～ 6ぴ き以上で越冬する巣

などがあります。この例が図 2-3に 書いてある

絵がそれです。ついで参考までに巣の各部位の寸

法を書いておきます。

巣の出入回の穴  12m丘～14mm

巣洞の幅

巣洞の深さ

1 5 m m～ 1 8 m m

70mm以 上

幼虫個室の広さ  20mm

巣洞の深 さ以外の各部位の寸法は,ほ ぼ共通し

た大きさになっています。

おわりに

クマバチの巣に関する事柄を五項目に分けてお



(響f讐整暮藻岳笠魯図)

図-3(養
疑堕備富量
られた
)

お雑把に書 きました。

森林や雑木林では大小たくさんの立ち枯れる木

の枝があり,そ の枯枝をクマバチたちは巣に使い

ます。これ ら枯校の寿命は短かく半年～ 1年 の間

にその多 くは地上に落下します。その主な原因は

巣の構造上のPng題も然る事なが ら,冬 か ら春の風

雨 ,自 然の力による作用が第一の理由に上げられ
｀

ます。

上の理由などにょって落下した巣をυζめて思う

ことは,ク マバチたちが森林や雑木林などの生態

系の中で果す役割を考えるならば,植 物 と分解者

たちの仲介役を担っていると考えられないだろう

わ>。

クマバチの雌雄の見け方

野外観察する第一のポイントは,雄 の顔正面の

頭楯三角絞です。この三角絞は白く見えます。第

二のポイントは,後 肢です。雌の後肢は太 く短か

く見えます。これは受粉毛が発達 しているか らで

す。雄はその反対になります。次に剣ですが,唯

は有剣です。雄は無剣です。

図
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生物の くらしと分布 ‐・・

松 もヽ   虫 の 不

あたかも,盛 夏にマツが紅葉するかと見間違 う

程の松枯れ現象が県下に猛威をふるい始めて既に

10年 余。この間に材積にして約 53万 〃, 1本

平均 03〃 とすると約 180万 本のマツが枯れま

した。

この校害がマツノマダラカミキリとマツノザイ

センチュウの共生活動に原因することが 1965

年に判明,更 に現在ではマツノザイセンチュウが

北アメリカか らの帰化動物であることが定説にな

っています。

松枯れの仕組は,図 -1の とおりですが,全 く

不思議としかいいようがない程精巧なメカニズム

か ら成 う立っています。枯れたマツの材内で成長

したカミキリは,6月 頃から成虫となって外へと

び立ちますが,そ の時に何と最大 1万 匹にも及ぶ

センチュウを呼吸器管である気門や気管につけて

いるのです。 (図-1の ① )。体長 3勧にすぎな

い体にどうやって1万匹ものセンチュウがはいり

込むのでしょうか。

また,カ ミキリが成熟のため食べたマツの若枝

の傷口に,カ ミキリの気門か らセンチュウが乗 り

移る様子(図 -1の ② )は ,神 秘的とさえいえま
1

す。こうしてマウの中へ入ったセンチュウが大繁

殖の末,マ ツを枯 らすのです。 (図 -1の ③ )

更に,マ ツの体内各所に散らばっていたセンチ

ユウは,カ ミキリが幼虫から婦になる時に出す婦

日
′じヽ

北 岡明彦 (尾 張旭 市 )

化ホルモンによって踊室の周辺に誘因され,成 虫

が外へ飛び立つ間際に乗り移る(図 -1の ④ )の

です。

こうした一連の素晴らしいともいえるメカニズ

ムがあって,始 めて松枯れ現象が起るのです。今

まで,い ろいろな方法で防除を行ってきましたが,

いまだに完全な方法がみつかっていません。

また,松 くい虫は,「すみわけ現象」のよい例で

もあります。 もと

もと松 くい虫 とにヽ

うのは,カ ミキリ

ムシ科 ,ゾ ウムシ

科,キ クイムシ科

等の多 くの種を含

む昆虫の総称なの

ですが,こ のうち

カミキリムシ科に

おいて,す みわけ

現象が見 られます。

マツを食樹 とす

るカミキリムシは

全部で 20種 近 く

知 られていますが,

このうち最 も普通に見 られる5種 類について調べ

てみたところ,図 -2の ような結果になりました。

枯れたマツの地際及び地下部はクロカミキリ,幹

の太い部分はサ ビカミキ リ,そ して比較的細い部

分はマツノマダラカミキリという3種 の優占種が

占有しています。これ ら3種 の他にヒゲナガモモ

ブトカミキリは全体のすき間に,一 番95いカラフ

トヒゲナガカミキリは枝先の細い部分に幼虫が見

られました。

このように,幼 虫が各々すみわけをすることに

より,多 くの種類が生活 しているのもまた自然界

の不思議です。

議く

ヒ

ゲ

ナ

ガ

カ

ミ

キ

リ

　

マ

ツ

ノ

マ

ダ

ラ

カ

ラ

フ

ト

クロカ ミキ リ

図 - 2  マ ツを食相 とす る

カ ミキ リのす みわけ

カ

ラ

フ

ト

ヒ

ゲ

ナ

ガ

カ

ミ

キ

リ
カ

ミ

キ

リ
サ

ビ

カ

ミ

キ

リ

メ

ー

ザ

ン

図
- 1  マ ツ 枯 損 の メ カ ニ ズ ム
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フ ィール ド・ガイ ド

原 図 : 塚 本

寺正配
一

事八

部支屋占名

八事興正寺は,1688年に天瑞円照和尚が高野山

より当地に来て,車 庵を結んだことから始まり,

徳川家祈願所 として,真 言密教の修行道場 として

建立されたという。特に,五 重塔は愛知県では唯

一のもので,国 の重要文化財に指定 されている。
「

江戸末期の建築であるが,本 割が太 く下層か ら上

層にかけてのてい減率が少ないため古調を帯びて

堂々としている。

興正寺の森は,名 古屋市が緑地保全地区に指定

してお り,林 内には遊歩道 もつけられて,散 策に

良い所である。

この森は,本 来は小起伏の中にアカマツ林,コ

ナラ林 としてあったものが,社 寺林として保護さ

れたためアラカシなどの常緑広葉樹が増加してい

る遷移途上の林 と考えられる。特に,そ の中にサ

カキの純林に近いものもある。かつてをしのばせ

るものとして,ア ベマキの大径木が数本あり,名

古屋市の名木に指定 されている。

林の南側は,ア カマツ,コ ナラ,タ カノツメ,

アオハダ,ソ ヨゴが高木 として,カ ナメモチ, ヒ

サカキ,ア ラカシ,ネ ジキ,コ バノガマズ ミなど

が低木 として自生 している。低木に常緑樹が増え

ているためか,コ バノ ミッバツツジのような花を

つける木が少なく,さ びしい気 もする。

林の中央部は, 2つ の小由にはさまれた谷状の

地形 となつていて, アラカシ,サ カキが多く, コ

ナラやアベマキにカナメモチ,ネ ズミモチ,タ カ

ノツメ,ア オハダを混じえた林 もある。

また,冬 は野鳥の種類 も多く見 られるようで,

巣箱がたくさんかけてある。 (ほ とんど利用され

ていないがも)

衛中の林のためか昆虫はあまり多 くなく,チ ョ

ウや甲虫を数種類見かけただけである。奥の院の

建物には,ア ブラゼミのぬけが らが 3物 位の高さ

の場所に数個 くっついていたことと, ドロバチの

なかまの巣がいくつか見られたことが興味をひい

た。建物の縁の下にはアリジゴクの巣があるが,

時々子供に荒 らされるようである。

<交 通> 名古屋市昭和区八事本町にあり,地 下

鉄鶴舞線の八事駅から徒歩 5分 である。

一-10-
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期 日 主 催 内   容

6 . 2 3

( 日)

協 議 会 自然保 護 を 考 え る会

中小 企業 セ ン タ ー 9 : 3 0 ～

6 . 2 3

( 日)

協 議 会 総 会 , 研 修 会

中 小 企 業 セ ン ター  13:30～

6。3 0

( 日)

名古 屋 支部 観 察会 下 見 ( 岩屋 堂 )

岩 昼 堂 温 泉 バ ス停  1 0 : 0 0

6.30

( 日)

尾 張 支部 月例観 察 会 ( 犬山市 )

犬 山遊 園駅 ( 名鉄 ) 8 : 3 0

6 . 3 0

( 日)

西三 河 支 都 吉 良海 岸観 察 会 ( 吉良 町

ゼ雪Elチ〔イし,マウ易  10: 00

7。  7

( 日)

名古 屋 支 部 研修会 〔川の観察〕

地下 鉄 上 社駅  9 : 0 0 ( 植 田川 )

7 , 1 0

(水)
名古 屋 支 部 例会 ―懇親 会 の予 定 ―

詳 細 未 定

7 . 1 2

(金)

知  多  支 音8 例会 「視聴 覚機 器 」

阿 久比 町公 民館  1 8 : 0 0

7・1 4

( 日)

知 多ヂ蓋 部 観察 会 ( 端浪博 物 館 等 )

東海 市 農 業 セ ン ター  8 : 3 0

7 . 2 8

( 日)

尾  張  支 音8 月例観 察会 ( 犬山市 )

犬 山遊 園駅  8:30

7。28

( 日)

奥三 河 支部 自然観 察 会 ( 桜渕 )

桜 測 公 園休 憩 所  1 0 : 0 0 ( 県 共催 )

7 . 2 8

( 日)

東 三 河 支 部 指 導員 派 遣 ( 浦川 )

豊 橋 市 児童 文 化 セ ン ター主 催

8。  4

( 日)

名古 屋 支部 自然観 察 会  (岩屋 堂 )

岩 屋 堂 温 泉 バ ス停  1 0 : 0 0

8。3
～ 4

知  多  支 音ほ 覇察会 ( 登山 )

詳 細 未 定

8 .  9

(彗苫)
知  多  支 音ほ 例会 「動物 について」

阿 久比 町公 民館  1 8 : 0 0

8 , 1 4

(水)
名古 屋 支部 例会 「水 質 ( 予定 ) 」

場 所 未 定   1 8 : 3 0

8.25

( 日)

尾  張  支 音ほ 月例観 察会 ( 犬出市 )

犬 山遊 園駅  8 : 3 0

8.31

( 上 )

名 古 屋 支 部 研修 会 「鳴 く虫 を聞 く」

詳細未定   (夕方 から)

9 . 1 1

(水)
名古 屋 支部 例 会

詳 細 未 定

9 . 1 3

(金)

剣 多 支 部 例 会 「虫 の声を 聞 く会 」

阿 久 比 町公 民 館  1 8 : 0 0

行 事 案 内 会 員 移 動

〔カロ入〕 中村文子 (名古屋支部 )-604-

t脱退〕 糸魚川 とみ恵 ,西郷光男

竹部公哉 (転 出 ),古 屋晶子 (転 出 )

水野晴夫,山 田正恵 (転 出 ) -603-

く編 集 後 記〉

今年 3月 17日 に名古屋支部の観察会が八事興

正寺で開かれた。前日下見に行 き遇然にもクマバ

チの巣が落ちているのを見付けた。観察会が終っ

た。巣は一度その場に帰 して置いた。 2～ 3日考

えた末拾いに出掛けた。その理由は菓か ら色々な

事を知 りたかった。

家に持ち帰ってベランダに立てかけて置いた。

ハチは巣か ら何月?日 頃飛び出し,次 に帰って来

るか/否 か/こ れが今度最大の関心事であったと

以前巣を拾って家に持ち帰り巣の中を調べた際に

巣か らハチが 4～ 5ひ き飛び出して家族の者が大

騒ざして避難 した経験がある。その中で 2ひ きが

飛び出したまま帰って来なかったことを見て知っ

ている。今度は家の外に放置してある。ハチが飛

び出した。 4月 15日 午前 11時 頃である。 15

分程周囲の先濯物,ふ とんにとまつた後パッーと

全力で飛び立った。 5時 間待った。帰ってきた。

年後 4時 過 ぎである。帰 る。帰 らない。半信半疑

であった。それ以来今ではすっかり我家の一メン

バーとして朝駆け,夜 なべ と巣を出たり入ったり

パラパラ,ポ リポリ, と巣の拡張花粉集めと,忙

しく立ち振舞っている。 渡並 :記
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